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北村朋幹さん＆山根一仁さん＆上野通明さん
応援レポート

トッパンホールニューイヤーコンサート
2016年1月8日（金）トッパンホール

新春を飾るアンサンブルコンサート
「トッパンホールニューイヤーコンサート」、

新春初め、凝った趣向の企画が提供されるこ
とで知られており、毎年楽しみに通うという
ファンも多い、人気のコンサートである。

今年のプログラムは、トッパンホールが推す
若手アーティスト６名による室内楽。

６名のうち、北村さん、山根さん、上野さんと
財団器楽部門奨学生３名が出演。

瀧村依里さん（ヴァイオリン）、原麻理子さん
（ヴィオラ）、島田彩乃さん（ピアノ）との共演で
ある。

この６名は、これまでにも、何度も共演してい
る、いわば気心知れた仲間たち。新春に華
麗な演奏を聴かせてくれるのが楽しみだ。

会場のトッパンホールは、凸版印刷株式会社
が創立100周年を記念して2000年にオープン

させたコンサートホール。クラシック音楽を中
心に、多様なコンサートが開かれている。
公演客席はゆったりとした贅沢なつくり。

ホールの構造には、音楽を楽しむための技
術が結集されており、その一つが優れた遮音
性能といわれている。ホール外側からの音の
進入を防ぎ、演奏される音楽だけを存分に楽
しむことができるとのこと。
演奏はもちろん音響にも興味がわく。



2

新年の幕開けは、じっくり聴かせるピアノトリオから

発売開始後早々にチケットが売り切れたという人
気公演、会場はすでに熱気に包まれている。

最初の曲は、北村さん、山根さん、上野さんによ
るショスタコーヴィチの「ピアノ三重奏曲」。

渋く重い曲調は、「ニューイヤー」の幕開け曲とし
ては、なんとも個性的。

３つの楽器がバランス良く絡み合い、濃密で難解
な曲を、調和感のもと見事に弾きあげてくれた。

実は１楽章中にハプニングも。

山根さんのヴァイオリンの弦が切れてしまったの
だ。あわてることなく何事もなかったかのように、
通常と異なる指遣いにて演奏を続ける山根さん、
状況に気付き、何度も山根さんの方に視線を送
る北村さん、状況を乗り越えるべく、さらに淡々と
弾き込む上野さん・・・。

第１楽章を終え３人は一度舞台袖に。弦を張り直
して、ふたたび登場。一礼し、第１楽章からの再
演奏が始まった。

第１楽章から最後まで、緊張感を持続して演奏す
べき楽曲であることからのはからい。ハプニング
にもまったく慌てることなく、互いを信頼し、落ち
着いて状況を克服する姿は頼もしいかぎり。

＜コンサート概要＞
◆プログラム
ショスタコーヴィチ：ピアノ三重奏曲第2番

ホ短調 Op.67
ヤナーチェク：弦楽四重奏曲第1番

《クロイツェル・ソナタ》
ブラームス：ピアノ五重奏曲ヘ短調 Op.34
◆出演
北村朋幹（ピアノ）
山根一仁（ヴァイオリン）
上野通明（チェロ）
瀧村依里（ヴァイオリン）
原 麻理子（ヴィオラ）
島田彩乃（ピアノ）

次の曲は弦楽の４人による、ヤナーチェクの
弦楽四重奏・クロイツェル・ソナタ。
こちらもまたシリアスな雰囲気を漂わせる曲。
息もぴったりに美しい調べを聴かせてくれた。

休憩をはさんで、ラストのブラームス、
弦楽の４人と、島田さんのピアノで。

一昨年にトッパンホールで披露され、大好評
であった公演の同メンバーによる再演である。

情熱的に、叙情的に、ゆたかな響きを奏でてく
れた。
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見事な一体感。難曲に真摯に立ち向かう

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演後、楽屋にて話を聞いた；

－本日の選曲。すごい曲から入りましたね；

「・・・ショスタコーヴィチのピアノ三重奏曲はホー
ルから『この曲を』ということでのチャレンジでし
た」

「非常に特別な曲です。もちろんイメージはたくさ
んありますが、こちらがイメージを持って曲にアプ
ローチするというよりも、曲が演奏者をその世界
に連れていってしまうくらい強烈な曲なんです。

尊敬している曲ですが、こんな曲ばかり弾いては
いられません。それぐらい強烈です。なにかをむ
しばむ曲なんです。この曲の成り立ち（ユダヤ人
の迫害、ソ連、スターリン、音楽を禁止されていた
人が、こういう音楽を書いて生き延びた・・・）を考
えれば、おいそれとは触れられない、これから、こ
の作品に触れるのだという自覚を持ち、かなりの
気構えを持っていないと弾けない作品です」
（北村さん）

－じっくり聴かせる曲ばかりでしたね；

「・・・プログラム的に３曲とも大変な曲で、さすが
トッパンホールの企画だなと」

「最初の曲、ショスタコーヴィチは、曲を作り上げ
ていくうえで北村さん、山根さんと何度も話し合い、
とてもいい勉強になりました」

「・・・（２曲目）ヤナーチェクは９月に武生音楽祭で
弾いて以来でした。メンバー構成が異なる（山根さ
んは武生でも一緒でした）ことにより曲の解釈も変
わり、こういうこともできるのかと楽しかったです」

「・・・３曲目のブラームスは、やはりしっくりくる曲
です。重たい曲が続いて疲れてはいたのですが、
弾き切りました」（上野さん）

－３つの楽器の絡む感じが素敵でした・・・；

「遠慮はしないがバランスをとるというスタンスで
す」

「・・・究極の理想は、３人いるけど、誰が弾いてい
るかわからない。ピアノトリオという一つの楽器の
ように聴こえることです。きゅっと集まって一体化
というのがひとつの理想です」
（北村さん）

お互いがお互いをリスペクトし、絶妙のバランス感
で聴かせる北村さん、山根さん、上野さんのトリオ、

『・・・この３人では、また今後も弾いていきたいね』
と話しているとのこと。ぜひに。

北村さん、山根さん、上野さん、素敵な演奏でした。

今年もまた、たくさんの美しい音色を聴かせてくだ
さい！

ピアノ五重奏のメンバーのみなさん

終演後の楽屋にて。北村さんは既に着替えてしまい、素敵な衣装をキャッチできず残念
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【コンサート・フライヤー（表）】



5

【コンサート・フライヤー（裏）】
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【コンサート・プログラム（表紙・裏表紙・１～２ページ）】
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【コンサート・プログラム（３～６ページ）】
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【コンサート・プログラム（７～10ページ）】


